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岡山県中央会は岡山県より委託を受け、WEB版岡山県合同企業説明会として
岡山県内企業ＰＲ動画等を掲載するウェブサイトを開設。動画閲覧者が検討中ボタンを押すことで、

閲覧者の登録情報が企業に通知される仕組みになっています。
就職活動中の学生等に自社の魅力を伝えるため、142の企業・団体が出展し、約６５０名の学生が参加しました。

また6月1日にWEB版おかやま就職マッチングフェアとしてポータルサイトを開設し、6月10日よりWEB面接会を行う予定です。

※県内経営者の想いや考えを取材させて頂いている「リーダーズアイ」の記事は、今月号はお休みになります。
また新型コロナウイルス感染症対策として、可能な限りリモート取材等の対応にて記事を作成しています。
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岡山県中央会の募集中の
組合関係補助金のご案内

企業活動継続支援補助金のご案内

令和２年度第2次補正予算案の閣議決定について

　岡山県中央会では組合を対象とし、下記の補助事業について募集中です（６月１日現在）。新型コロナウイ
ルス感染症拡大に対応するための講習会等の取組等にもご活用いただけます。
　事業実施については中央会職員が伴走型支援を行いますのでお気軽にご相談ください。

　岡山県より、「企業活動継続支援補助金」の募集が開始されましたのでご案内いたします。新型コロナウイ
ルス感染症に対応するためにテレワークや宅配サービスを導入する等、企業活動の維持・回復に向けた自発
的な取り組みが支援されます。

対象者
県内に事務所または事業所を有する中小企業者

対象事業・経費の例
新型コロナウイルス感染症に対応する、次の①～③のいずれかを目的とした取り組みに要する経費

　　    　①感染予防を図りながら働くことのできる職場環境の整備
　          　WEB会議用やテレワークに必要な機器の整備など
          　②新型コロナウイルス感染症収束後の業績回復・躍進を担う人材の育成
　          　新技術習得や接客に関する研修の実施など
          　③活動自粛下でも企業活動ができる販路の開拓
             　EC・ネット通販や宅配サービス等の新たな販売形態の実施に向けた経費
　          　（登録手数料、貯蔵・包装機器、車両の改造など）

補助金額・補助率
　補助金額：上限100万円（下限10万円）（①～③の複数事業の組み合わせも可、ただし上限は100万円）
　補 助 率：中小企業は補助対象経費の２／３以内、小規模事業者は補助対象経費の３／４以内

受付期間
令和２年５月29日～８月31日

　　　　　　　　　※感染拡大防止のため、原則郵送により提出してください。　
　　　　　　　　　※申請書類がそろったものから受付します。
　　　　　　　　　※交付決定額が予算額に達した場合は募集を終了します。　
　　　　　　　　　※４月24日以降に着手した事業も対象になる場合があります。

詳細は募集要項をご覧ください　
URL : https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/info detail/show/535.html

　５月27日、令和２年度第2次補正予算案が閣議決定されました。一般会計の追加の歳出は総額31兆
9114億円であり、新型コロナウイルス感染症の対策として、下記等の内容が盛り込まれております。
　この予算が国会で成立した場合、今後、各支援施策が順次発表されていくことになるかと思われます。
当会もHP等で情報発信して参りますのでぜひご覧ください。

岡山県事業継続特別支援金制度の創設について
　岡山県では、多くの従業員を雇用し、地域経済を支える中堅・中小企業を支援する為、新たに岡山県事業
継続特別支援金制度を創設し、従業員数に応じた支援を行う予定としております。

１ 支援対象（以下の要件を全て満たす事業者）
　（１）持続化給付金の給付を受けていること
　（２）県内に主たる事業所を有する事業者であること
　　　•個人事業者　•法人の場合は会社法上の会社
　　　※ただし、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に規定する事業を行う事業者は除く
　（３）常時雇用者数が21人以上であること
　　　※常時雇用者：雇用保険法第４条に規定する被保険者

２ 支援内容　常時雇用者１人当たり２万円（上限１千万円）

３ 募集期間　制度運用開始後、岡山県および中央会ホームページ等でお知らせいたします。

公益財団法人岡山県産業振興財団　創業・販路開拓支援課
TEL：086－286－9677　FAX：086－286－9691
E-mail：bchojo@optic.or.jp 　URL：https://www.optic.or.jp

問合せ・申込先

●雇用調整助成金の拡充等……………………4519億円

●資金繰り対応の強化 …………………11兆6390億円

●家賃支援給付金の創設…………………2兆  242億円

●持続化給付金の対応強化………………1兆9400億円
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岡山県中央会の募集中の
組合関係補助金のご案内

企業活動継続支援補助金のご案内

令和２年度第2次補正予算案の閣議決定について

　岡山県中央会では組合を対象とし、下記の補助事業について募集中です（６月１日現在）。新型コロナウイ
ルス感染症拡大に対応するための講習会等の取組等にもご活用いただけます。
　事業実施については中央会職員が伴走型支援を行いますのでお気軽にご相談ください。

　岡山県より、「企業活動継続支援補助金」の募集が開始されましたのでご案内いたします。新型コロナウイ
ルス感染症に対応するためにテレワークや宅配サービスを導入する等、企業活動の維持・回復に向けた自発
的な取り組みが支援されます。

対象者
県内に事務所または事業所を有する中小企業者

対象事業・経費の例
新型コロナウイルス感染症に対応する、次の①～③のいずれかを目的とした取り組みに要する経費

　　    　①感染予防を図りながら働くことのできる職場環境の整備
　          　WEB会議用やテレワークに必要な機器の整備など
          　②新型コロナウイルス感染症収束後の業績回復・躍進を担う人材の育成
　          　新技術習得や接客に関する研修の実施など
          　③活動自粛下でも企業活動ができる販路の開拓
             　EC・ネット通販や宅配サービス等の新たな販売形態の実施に向けた経費
　          　（登録手数料、貯蔵・包装機器、車両の改造など）

補助金額・補助率
　補助金額：上限100万円（下限10万円）（①～③の複数事業の組み合わせも可、ただし上限は100万円）
　補 助 率：中小企業は補助対象経費の２／３以内、小規模事業者は補助対象経費の３／４以内

受付期間
令和２年５月29日～８月31日

　　　　　　　　　※感染拡大防止のため、原則郵送により提出してください。　
　　　　　　　　　※申請書類がそろったものから受付します。
　　　　　　　　　※交付決定額が予算額に達した場合は募集を終了します。　
　　　　　　　　　※４月24日以降に着手した事業も対象になる場合があります。

詳細は募集要項をご覧ください　
URL : https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/info detail/show/535.html

　５月27日、令和２年度第2次補正予算案が閣議決定されました。一般会計の追加の歳出は総額31兆
9114億円であり、新型コロナウイルス感染症の対策として、下記等の内容が盛り込まれております。
　この予算が国会で成立した場合、今後、各支援施策が順次発表されていくことになるかと思われます。
当会もHP等で情報発信して参りますのでぜひご覧ください。

岡山県事業継続特別支援金制度の創設について
　岡山県では、多くの従業員を雇用し、地域経済を支える中堅・中小企業を支援する為、新たに岡山県事業
継続特別支援金制度を創設し、従業員数に応じた支援を行う予定としております。

１ 支援対象（以下の要件を全て満たす事業者）
　（１）持続化給付金の給付を受けていること
　（２）県内に主たる事業所を有する事業者であること
　　　•個人事業者　•法人の場合は会社法上の会社
　　　※ただし、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に規定する事業を行う事業者は除く
　（３）常時雇用者数が21人以上であること
　　　※常時雇用者：雇用保険法第４条に規定する被保険者

２ 支援内容　常時雇用者１人当たり２万円（上限１千万円）

３ 募集期間　制度運用開始後、岡山県および中央会ホームページ等でお知らせいたします。

公益財団法人岡山県産業振興財団　創業・販路開拓支援課
TEL：086－286－9677　FAX：086－286－9691
E-mail：bchojo@optic.or.jp 　URL：https://www.optic.or.jp

問合せ・申込先

●雇用調整助成金の拡充等……………………4519億円

●資金繰り対応の強化 …………………11兆6390億円

●家賃支援給付金の創設…………………2兆  242億円

●持続化給付金の対応強化………………1兆9400億円

事業名 補助対象の取組の例 補助対象経費 補助上限額・
補助割合

組合特定問題
支援事業

〇新技術や新しい取り組みに対応するセミナー実施
〇業界に係わる法律の研修会開催
〇組合員の商品をＰＲするイベントを開催
〇保証・契約問題等のあらゆる法律に係わる諸問題　
　《弁護士》
〇税務に関する問題《税理士》

謝金、旅費、会場費、
テキスト費、
会場設営費、リース料、
アルバイト費、
消耗品費

補助上限：
20万円
補助割合：
約２／３

組合等組織力
強化支援事業

〇販促用チラシの作成、送付
〇新たな販促用ＰＲ（マスコミ媒体での広告、ウェブ
　サイトでの広告）
〇ネット販売システムの構築
〇国内外の展示会、見本市への出展、商談会への参加
〇新商品の開発
〇ブランディングの専門家から新商品開発に向けた
　指導、助言

謝金、旅費、会場費、
テキスト費、
会場設営費、リース料、
アルバイト費、
消耗品費

補助上限：
40万円
補助割合：
約２／３

商店街等
活性化事業

〇イベントの実施
　（大売出し、ハロウィン、クリスマス等）
〇新たなイベント展開
　（まちゼミ、まちバル、100円商店街等）

謝金、旅費、会場費、
テキスト費、会場設営
費、リース料、アルバ
イト費、消耗品費

補助上限：
20万円
補助割合：
約2／3

（組織支援二課　北山）



4

中
央
会
お
か
や
ま
2
0
2
0
年
6
月
号

組合クローズアップ
組合クローズアップ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
マ

ス
ク
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奉

還
町
商
店
街
振
興
組
合
は
布
製
マ
ス
ク
２
０
０
０
枚

を
作
成
し
、
商
店
街
利
用
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
㈲
岸
佛
光
堂
の
岸
紘
史
専
務
が
、
お
寺
に
葬
儀
の

際
の
多
数
の
さ
ら
し
が
お
礼
の
品
と
し
て
納
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
し
を
使
用
し
た
マ
ス
ク

作
り
を
提
案
。「
奉
還
町
マ
ス
ク
大
作
戦
！
」と
題
し
、

組
合
青
年
部
有
志
に
よ
る
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
趣
旨
に
賛
同
し
た
寺
院
か
ら
さ
ら
し
の
提
供
を
受

け
、
青
年
部
有
志
が
持
ち
寄
っ
た
資
金
で
縫
製
業
者

に
製
造
を
依
頼
し
ま
し
た
。
試
作
品
の
着
け
心
地
等

を
確
認
し
、
改
善
点
を
話
し
合
い
、
布
製
マ
ス
ク
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
４
月
18
日
か
ら
商
店
街
の
協
力
店
で
配
布
が
開
始
、

協
力
店
は
商
店
街
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
さ
れ
、

商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
客
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
作
成
さ
れ
た
布
製
マ
ス
ク
２
０
０
０
枚

全
て
配
布
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
岸
氏
は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し

て
い
る
な
か
で
、
地
域
の
為
に
、
お
客
様
の
為
に
何

か
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
た
め
の
商
店
街
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表

町
商
店
街
連
盟
は
、
４
月
27
日

よ
り「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し
て
、
各

お
店
が
実
施
し
て
い
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
を
と
り
ま
と

め
、
商
店
街
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
20
件
の
店
舗
が
掲
載（
５
月
22

日
時
点
）。
各
個
店
毎
に
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
設

置
や
、
店
内
消
毒
、
従
業
員
の
対
応
測
定
等
の
感
染
対

策
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
お
弁
当
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
販
売
や
、
販
売
品
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
マ
ス

ク
や
体
温
計
電
池
等
の
感
染
予
防
商
品
の
販
売
と

い
っ
た
各
個
店
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
感
染
対
策
等
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
う
こ
と

で
、
お
客
様
が
安
心
し
て
表
町
商
店
街
に
お
越
し
頂
け

る
一
助
に
な
れ
ば
」と
い
う
想
い
か
ら
事
業
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
他
に
、
表
町
商
店
街
連
盟

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支
援
施
策
情
報

を
組
合
員
で
共
有
す
る
取
組
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
組
合
の
事
業
推
進
部
長
の
矢
部
久
智
氏（
㈲
ソ
バ

ラ
屋
）は「
商
店
街
内
の
情
報
を
外
部
に
発
信
し
、
商

店
街
外
の
情
報
を
内
部
に
発
信
す
る
こ
と
で
組
合
員

の
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
店
街
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L
は
左
記
の
と
お

り
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://om
otecho.or.jp/?page_id=405084
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市
表
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店
街
連
盟

各
個
店
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

と
り
ま
と
め
て
情
報
発
信

奉
還
町
商
店
街
振
興
組
合

さ
ら
し
生
地
で
布
製
マ
ス
ク
を

作
成
し
商
店
街
利
用
者
に
配
布

去
る
4
月
28
日（
火
）、

湯
原
町
旅
館
協
同
組
合

は
、
社
会
保
険
労
務
士

の
穐
田
恒
雄
先
生
を
講

師
に
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
申
請
に
つ
い
て
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
組
合
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

4
月
初
め
に
は
組
合
員

の
約
3
分
の
１
が
休
業
、
前
年
同
月
と
比
較
し
て
売

上
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
全
国
に
緊
急
事
態

宣
言
が
拡
大
し
た
後
は
、
組
合
員
全
員
が
休
業
し
た

た
め
、
助
成
金
の
特
例
の
拡
充
、
休
業
中
に
研
修
や

教
育
訓
練
を
行
う
際
の
助
成
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
参
加
者
が
実
際
に
労
働
局
へ
の
届
出

書
類
を
作
成
し
な
が
ら
進
み
、
説
明
も
丁
寧
で
非
常

に
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。
終
了
予
定
時
間

を
過
ぎ
て
も
質
問
が
相
次
ぎ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

申
請
書
類
の
書
き
方
が
良
く
分
か
っ
た
の
で
、
助
成

金
の
Q
&
A
や
個
別
相
談
等
を
活
用
し
て
早
め
に
申

請
を
行
い
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
織
支
援
一
課
　
形
山
）

湯
原
町
旅
館
協
同
組
合

組
合
特
定
問
題
研
修
会
開
催
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組
合
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
所
管
行

政
庁
か
ら
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
や
届
出
を
要
す
る
事
項
等
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
認
可
を
必
要
と
す
る
事

項
と
し
て
は
定
款
変
更
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
届
出
を
要
す
る
事
項
と
し
て
は
、
決

算
関
係
書
類
や
役
員
の
変
更
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

主
な
留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

決
算
関
係
書
類
の
提
出

　
決
算
関
係
書
類（
事
業
報
告
書
・
財
産
目

録
・
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰
余
金

処
分
案
又
は
損
失
処
理
案
）は
通
常
総
会

に
提
出
し
、
承
認
を
受
け
、
通
常
総
会
終

了
後
２
週
間
以
内
に
、
決
算
関
係
書
類
と

そ
れ
ら
を
承
認
し
た
総
会
議
事
録
に
届
出

書
を
添
え
て
各
所
管
行
政
庁
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

役
員
変
更
届
の
提
出

　
役
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
各
所

管
行
政
庁
に
役
員
変
更
届
出
書
及
び
変
更

の
あ
っ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に

変
更
の
年
月
日
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書

面
、
総
会
議
事
録
、
理
事
会
議
事
録
を
添

え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

代
表
理
事
の
変
更
登
記
申
請

代
表
理
事
の
変
更（
同
一
人
物
が
代
表

理
事
に
再
選
さ
れ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。）

が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
理
事
が
就
任
し
た

日
か
ら
２
週
間
以
内
に
法
務
局
に
変
更
登

記
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
郵
送
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て

　
岡
山
地
方
法
務
局（
〒
7
0
0
‐
8
6

1
6
　
岡
山
市
北
区
南
方
1
‐
3
‐
58

岡
山
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
）ま
で

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で
は
謄

本
と
併
せ
て
原
本
の
提
出
が
必
須
と
な
り

ま
す
。

定
款
変
更
の
認
可
申
請

　
定
款
変
更
を
総
会
で
決
議
し
た
場
合

に
は
、
所
管
の
行
政
庁
の
認
可
を
受
け

な
け
れ
ば
効
力
が
発
生
し
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
総
会
後
、
速
や
か
に
所
定
の
書

類
を
添
え
て
認
可
行
政
庁
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
款
変
更
に
関
し
て
は
、
変
更

す
る
箇
所
に
よ
っ
て
は
法
令
に
準
用
す

る
部
分
や
追
加
書
類
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
定
款
変
更
を
行
う
際

は
、
事
前
に
必
ず
岡
山
県
中
央
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

通常総会の開催

※理事会の招集

理事会の開催

決算関係書類の提出

【定款変更認可申請】

【変更登記（必要事項のみ）】

法人税等の確定申告
（事業年度終了後の2カ月以内）

※役員変更届の提出
※代表理事変更登記

◆上記※に関しては、役付役員の選任があった場合のみ
◆上記【　】記載は定款変更があった場合のみ

速
や
か
に

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

中
７
日
以
上

（
短
縮
可
）

認
可
書
到
達
後
２
週
間
以
内
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がんばる企業
がんばる企業

会
社
概
要

　
1
9
3
6
年
に
創
業
し
、
当
初
は
農
機

具
の
ク
ワ
や
車
輪
な
ど
の
加
工
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
1
9
5
8
年
に
は
法

人
化
し
、
地
元
ゴ
ム
メ
ー
カ
ー
の
設
備
保

全
な
ど
に
業
態
を
転
換
し
、
そ
の
後
は
、

ゴ
ム
を
成
型
す
る
金
型
の
生
産
も
始
め
ま

し
た
。
現
在
で
は
自
動
車
部
品
向
け
な
ど

の
ゴ
ム
成
型
用
金
型
の
設
計
・
生
産
を
主

力
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
9
1
年
に
５
軸
加
工
機
を
導
入
し

て
以
降
、
自
社
で
５
軸
加
工
機
に
係
る

チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ベ
ク
ト
ル
制

御
法
な
ど
を
開
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
表
彰

を
受
け
る
な
ど
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
設
計
と
金
型
加
工

の
効
率
化
を
一
気
に
進
め
、
現
在
に
至
る

ゴ
ム
成
型
用
金
型
の
生
産
体
制
を
確
立
し

て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
背
景

　
金
型
の
中
で
も
ゴ
ム
成
型
用
は
樹
脂
成

型
用
に
比
べ
て
形
状
が
複
雑
で
あ
り
、
主

に
5
軸
加
工
機
で
加
工
し
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
場
合
、
ゴ
ム
成
型
用
の
金
型
は

「
ヘ
ー
ル
加
工
※
」と
い
う
切
削
手
法
で
加

工
を
行
い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
５
軸
加
工

技
術
・
ヘ
ー
ル
加
工
技
術
と
、
独
自
の
6
軸

加
工
技
術
を
強
み
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を

活
か
し
た
更
な
る
付
加
価
値
向
上
を
実
現

す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

※
ヘ
ー
ル
加
工
…
平
ら
に
研
い
だ
バ
イ
ト（
工

作
機
械
に
取
り
付
け
る
刃
物
）を
横
方
向
に

動
か
し
て
加
工
を
行
う
加
工
方
法
で
、
主
に

『
シ
ー
ル
面
の
加
工
』に
用
い
ら
れ
る

　
ま
た
、
加
工
に
お
い
て
他
社
と
差
別
化

を
図
る
た
め
の「
微
細
な
シ
ー
ル
面
加
工
」

や「
高
い
面
相
度
・
面
品
位
」を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
超
硬
に
よ
る
ヘ
ー
ル
バ
イ
ト
」

の
活
用
が
技
術
的
な
課
題
で
し
た
。
現
状

の
ま
ま
で
は
加
工
速
度
が
遅
い
た
め
、
超

硬
ヘ
ー
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
高
速
加
工
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
同
業
他
社
へ
の
優

位
性
の
確
立
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
概
要
と
効
果

　
従
来
機
に
比
べ
て
高
速
か
つ
高
精
度
な

加
工
が
可
能
な
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
切
削
加
工
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
超
硬
ヘ
ー
ル

バ
イ
ト
に
よ
る
多
軸
加
工
技
術
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
社
に
は
な
い

シ
ー
ル
加
工
を
実
現
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
得
意
先
に
柔
軟
で
新
し
い
提
案
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
す
。

　
３
次
元
曲
面
に
ヘ
ー
ル
加
工
す
る
６
軸

加
工
は
、
５
軸
加
工
と
ヘ
ー
ル
加
工
両
技

術
の
集
大
成
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
弊
社

の
強
み
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
、
ゴ
ム

成
型
用
金
型
の
製
作
を
主
力
事
業
と
し
な

が
ら
、
大
型
の
半
導
体
製
造
装
置
向
け
部

品
や
樹
脂
成
型
用
金
型
な
ど
新
分
野
へ
の

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

（
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

企
業
デ
ー
タ

有
限
会
社
石
井
鉄
工
所

代
　
表
：
石
井 

克
彦

所
在
地
：
岡
山
県
倉
敷
市
片
島
町
2
5
2

従
業
員
数
：
5
人

T
E
L
：（
0
8
6
）4
6
5
‐
4
4
3
3

F
A
X
：（
0
8
6
）4
6
6
‐
0
8
6
4

超
硬
ヘ
ー
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
金
型
付
加
価
値
向
上
事
業

有
限
会
社
石
井
鉄
工
所

が
ん
ば
る
企
業
＝
も
の
づ
く
り
補
助
金
活
用
事
例
紹
介
＝

高精度な5軸マシニングセンターを導入

ゴム成型金型を設計・生産する

バイトと呼ぶ工具で金型を薄く削る

新型コロナウイルス感染症に関する
岡山県中央会の取り組みのご紹介

　岡山県中央会では、中小企業支援機関として自らの事業継続を目的として、新型コロナウイルス感染症
に対する様々な対応策を早期に講じております。５月号にて一部をご紹介いたしました「新型コロナウイル
ス感染症対策中央会職員行動指針」もその一環で作成しており、職員一同が遵守することで業務を行ってお
ります。現在、全国的には規制が緩和されつつありますが、一方で新生活様式の導入も求められているた
め、当会としては気を緩めず各種対策を継続して実践し、皆様のお役に立てる支援機関として頑張ってま
いります。
　当ページでは、当会が取り組みました対策の一部をご紹介いたします。

中小企業支援業務に関する取り組み
①相談関係
　1月29日に相談窓口を設置、5月25日現在で組合等から累計472
　件の相談対応。
　土・日・祝日の相談に対応すべくWEB相談窓口を開設。リモート　
　ワークにて対応中。
②情報提供
　中小事業者の主要な支援策を整理し、逐次情報を更新しＨＰ、メールマガジン等で周知。
　持続化給付金などオンラインでの申請手続きの適切なサポート体制を強化。
③要望関係
　3月21日総理大臣官邸において全国中央会から安倍総理大臣他に意見陳述・要望（各県中央会からの要
　望等をとりまとめ）を行い、持続化給付金等の国の補正予算に反映。
④支援事業関連
　県内企業向けの合同説明会についてWEBを利用した方法に切り替え実施し、10月31日まで運用予定。
　6月1日にWEB版おかやま就職マッチングフェアとしてポータルサイトを開設し、6月10日よりWEB
　面接会を実施予定。今後の事業展開のモデルケースとしても活用。(詳しくは表紙をご参照ください)

事務局の業務継続力維持に関する取り組み
①「中央会職員行動指針」に則った対策
　健康管理の徹底、時差出勤、朝の検温報告、勤務中のマスク着用、
消毒、定期的換気、執務室・相談室・会議室の2メートルのディス
タンス等確保を明文化し、全職員が実践中。
　（詳細は5月号をご参照ください。なお状況に応じて内容を更新
しております。）
②業務執行体制
　全国中央会からの要請で交替制最大70％テレワークを実施（状況
により率を変更しております）。ただし、情報セキュリティの確保
を厳重にするため、機密データを扱うもの等についてはテレワー
ク対象外とし、業務内容の指示と実績把握を十分に実施。

※当会の行動指針や取り組みについては、県内の中小企業の事例に
　なるべく一部を公開しております。内容についてのお問い合わせ
　は当会総務企画課まで。

当会ＨＰ(情報は5月10日現在のものです)

相談コーナーに設置した飛沫防止パネル(自主制作)

感染拡大防止を目的としたフィジカルディス
タンスを加味したデスク間隔
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概
要

　
1
9
3
6
年
に
創
業
し
、
当
初
は
農
機

具
の
ク
ワ
や
車
輪
な
ど
の
加
工
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
1
9
5
8
年
に
は
法

人
化
し
、
地
元
ゴ
ム
メ
ー
カ
ー
の
設
備
保

全
な
ど
に
業
態
を
転
換
し
、
そ
の
後
は
、

ゴ
ム
を
成
型
す
る
金
型
の
生
産
も
始
め
ま

し
た
。
現
在
で
は
自
動
車
部
品
向
け
な
ど

の
ゴ
ム
成
型
用
金
型
の
設
計
・
生
産
を
主

力
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
9
1
年
に
５
軸
加
工
機
を
導
入
し

て
以
降
、
自
社
で
５
軸
加
工
機
に
係
る

チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ベ
ク
ト
ル
制

御
法
な
ど
を
開
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
表
彰

を
受
け
る
な
ど
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
設
計
と
金
型
加
工

の
効
率
化
を
一
気
に
進
め
、
現
在
に
至
る

ゴ
ム
成
型
用
金
型
の
生
産
体
制
を
確
立
し

て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
背
景

　
金
型
の
中
で
も
ゴ
ム
成
型
用
は
樹
脂
成

型
用
に
比
べ
て
形
状
が
複
雑
で
あ
り
、
主

に
5
軸
加
工
機
で
加
工
し
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
場
合
、
ゴ
ム
成
型
用
の
金
型
は

「
ヘ
ー
ル
加
工
※
」と
い
う
切
削
手
法
で
加

工
を
行
い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
５
軸
加
工

技
術
・
ヘ
ー
ル
加
工
技
術
と
、
独
自
の
6
軸

加
工
技
術
を
強
み
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を

活
か
し
た
更
な
る
付
加
価
値
向
上
を
実
現

す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

※
ヘ
ー
ル
加
工
…
平
ら
に
研
い
だ
バ
イ
ト（
工

作
機
械
に
取
り
付
け
る
刃
物
）を
横
方
向
に

動
か
し
て
加
工
を
行
う
加
工
方
法
で
、
主
に

『
シ
ー
ル
面
の
加
工
』に
用
い
ら
れ
る

　
ま
た
、
加
工
に
お
い
て
他
社
と
差
別
化

を
図
る
た
め
の「
微
細
な
シ
ー
ル
面
加
工
」

や「
高
い
面
相
度
・
面
品
位
」を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
超
硬
に
よ
る
ヘ
ー
ル
バ
イ
ト
」

の
活
用
が
技
術
的
な
課
題
で
し
た
。
現
状

の
ま
ま
で
は
加
工
速
度
が
遅
い
た
め
、
超

硬
ヘ
ー
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
高
速
加
工
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
同
業
他
社
へ
の
優

位
性
の
確
立
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
概
要
と
効
果

　
従
来
機
に
比
べ
て
高
速
か
つ
高
精
度
な

加
工
が
可
能
な
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
切
削
加
工
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
超
硬
ヘ
ー
ル

バ
イ
ト
に
よ
る
多
軸
加
工
技
術
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
社
に
は
な
い

シ
ー
ル
加
工
を
実
現
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
得
意
先
に
柔
軟
で
新
し
い
提
案
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
す
。

　
３
次
元
曲
面
に
ヘ
ー
ル
加
工
す
る
６
軸

加
工
は
、
５
軸
加
工
と
ヘ
ー
ル
加
工
両
技

術
の
集
大
成
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
弊
社

の
強
み
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
、
ゴ
ム

成
型
用
金
型
の
製
作
を
主
力
事
業
と
し
な

が
ら
、
大
型
の
半
導
体
製
造
装
置
向
け
部

品
や
樹
脂
成
型
用
金
型
な
ど
新
分
野
へ
の

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

（
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）
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高精度な5軸マシニングセンターを導入

ゴム成型金型を設計・生産する

バイトと呼ぶ工具で金型を薄く削る

新型コロナウイルス感染症に関する
岡山県中央会の取り組みのご紹介

　岡山県中央会では、中小企業支援機関として自らの事業継続を目的として、新型コロナウイルス感染症
に対する様々な対応策を早期に講じております。５月号にて一部をご紹介いたしました「新型コロナウイル
ス感染症対策中央会職員行動指針」もその一環で作成しており、職員一同が遵守することで業務を行ってお
ります。現在、全国的には規制が緩和されつつありますが、一方で新生活様式の導入も求められているた
め、当会としては気を緩めず各種対策を継続して実践し、皆様のお役に立てる支援機関として頑張ってま
いります。
　当ページでは、当会が取り組みました対策の一部をご紹介いたします。

中小企業支援業務に関する取り組み
①相談関係
　1月29日に相談窓口を設置、5月25日現在で組合等から累計472
　件の相談対応。
　土・日・祝日の相談に対応すべくWEB相談窓口を開設。リモート　
　ワークにて対応中。
②情報提供
　中小事業者の主要な支援策を整理し、逐次情報を更新しＨＰ、メールマガジン等で周知。
　持続化給付金などオンラインでの申請手続きの適切なサポート体制を強化。
③要望関係
　3月21日総理大臣官邸において全国中央会から安倍総理大臣他に意見陳述・要望（各県中央会からの要
　望等をとりまとめ）を行い、持続化給付金等の国の補正予算に反映。
④支援事業関連
　県内企業向けの合同説明会についてWEBを利用した方法に切り替え実施し、10月31日まで運用予定。
　6月1日にWEB版おかやま就職マッチングフェアとしてポータルサイトを開設し、6月10日よりWEB
　面接会を実施予定。今後の事業展開のモデルケースとしても活用。(詳しくは表紙をご参照ください)

事務局の業務継続力維持に関する取り組み
①「中央会職員行動指針」に則った対策
　健康管理の徹底、時差出勤、朝の検温報告、勤務中のマスク着用、
消毒、定期的換気、執務室・相談室・会議室の2メートルのディス
タンス等確保を明文化し、全職員が実践中。
　（詳細は5月号をご参照ください。なお状況に応じて内容を更新
しております。）
②業務執行体制
　全国中央会からの要請で交替制最大70％テレワークを実施（状況
により率を変更しております）。ただし、情報セキュリティの確保
を厳重にするため、機密データを扱うもの等についてはテレワー
ク対象外とし、業務内容の指示と実績把握を十分に実施。

※当会の行動指針や取り組みについては、県内の中小企業の事例に
　なるべく一部を公開しております。内容についてのお問い合わせ
　は当会総務企画課まで。

当会ＨＰ(情報は5月10日現在のものです)

相談コーナーに設置した飛沫防止パネル(自主制作)

感染拡大防止を目的としたフィジカルディス
タンスを加味したデスク間隔
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景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。
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（ ）内数字は前月の数値です。

●新型コロナウイルス感染症による影響が拡大し昨年同月との比較は全く参考になら
い。緊急事態宣言により、給食はもとより飲食店向け販売が壊滅的となった。今後、休
業・時短営業等により青空市にも影響が出ることが心配である。スーパー系はほぼ変
化なしだが全体的に動きが鈍い。免疫力アップに発酵食品の効果を認識してもらいた
いが、今は、乳酸菌に圧倒されている。　　　　　　　　   　　　　　　　　　《味噌》
●巣ごもり需要で、スーパー・産直の売り上げはほぼ変わらず、駅・空港は外出自粛によ
り販売数が激減した。百貨店の食品売り場は特販を含めてまずまずだが、専門店・テナ
ント自主休業などの影響が大きい同業者もある。令和２年度の米の仕入計画の見直し
も必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    《米菓》
●シーズン時の出荷量を見込んで生産しているが、新型コロナウイルス感染症の影響で
取引先の休業が多く出荷量が大きく減少した。保存食の乾麺などはインターネット等
の通信販売の件数が若干増えている。今後の動向を見ながら急な出荷にも対応できる
ようにしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《製麺》

●新型コロナウイルス感染症拡大に伴う、緊急事態宣言の発令及び世界的蔓延により、
国内外ともに八方ふさがりの状況にある。製織業のため直接小売店・消費者とはつな
がっていないが、マスク用以外のニーズが激減し、また、海外の取引先である欧米各
国がロックダウンしているため、販売先がなく、従来より休業日を増やしている企業
も多く、週休２日だった部門を週休３日にした企業もある。　　　　　《織物業・井原》

●原木は順調に出材されているが、新型コロナウイルス感染症問題に伴う住宅建築設備の不
足等による完了の遅延や、新規物件の先行き不安などにより木材の需要減とともに価格が
下落している。引き続き製品需要は不透明感があり見通せない状況である。　 《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症の影響は、３月より４月の方が大きくイベント中止失注や
企画停止による失注が続いており大変に苦戦している。　　　　　　　　《出版・印刷》

●新型コロナウイルス感染症に係わる影響が４月から大きく出始め、取引先からの受注
が大きく落ち込んだために組合全体として操業率が大きく下がった。人員は現状を維
持しているものの、短期・中期的には検討課題になってくる。収益状況は悪化してい
る。原材料費は景気の悪化等を受け、低下傾向にある。　　　　　　　　　　  《ゴム》

●工作機械向け部品の落ち込みが大きい。自動車製造関連も低調。電機業界向け部品は
底打ち傾向にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《機械器具・東岡山》
●前年と比べ売上が約20％減少している。この先を見ても秋口の売上予定がまだ立って
いない状況である。今は、新型コロナウイルス感染症の影響で現地工事がストップし
出荷が遅れる事態となっている。営業は続けているが、打合せにも制限が出ておりス
ムーズな営業となっていない。新型コロナウイルス感染症の終息を待ちつつ営業を進
めていくしかない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●昨年夏からの不況に加え、新型コロナウイルス感染症による影響で受注量は大幅に減少し
ている。設備操業度も低下したままで今後も厳しい状況が続くと考えている。《鉄工・岡山》

●３月に引続き受注の動きは鈍くなりつつある。組合員中、省力化機械製造業が多くを
占めているが、景気後退局面においても実際の影響がでるのはこれから夏にかけてと
予想される。一方で、他の業種の組合員では、営業面のキャッシュフローが前年同期
比で減少しているところもあるが、今のところ財務資金面では安定しており心配はな
い。社内外注先の調整・就業時間調整・一時帰休等を計画する企業が多い。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 《工作機械・総社》
●受注量は安定的に確保できており売上高増加傾向であるが４月以降減少を見込む。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》
●建材等製造は、東日本が建設現場閉鎖で営業ができない。西日本は現在のところ継続
されているが長期化を懸念している。ゴルフクラブ製造は、５月及び６月受注がすべ
てキャンセルになっている。また、３月以降７月までの間、展示会もすべて中止であ
り今後の受注確保に目途が立たず極めて厳しい。機械製造は、前年より悪化、完成品
の納入延期も出ている。訪問営業ができない状況にある。全体として新型コロナウイ
ルス感染症による業況悪化が深刻になってきており、各組合員間の業種による格差が
出てきている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・英田》 

●新型コロナウイルス感染症の影響がとてつもなく、自粛とダブルで業界を襲っている。
限界に達しているようだ。仕事は止まっている。　　　              　　　　　　　 《畳》
　　

●新型コロナウイルス感染症による非常事態宣言に伴い小売店は売上が軒並み減少して
いる。現状の持続化補助金等の対策だけでは続けられない組合員も増加する状況にあ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《青果》
●新型コロナウイルス感染症の影響から、各住設メーカーが中国を中心に海外からの部
品調達に苦慮、特にトイレ・SK・UBの納品等が遅れ、見積りすら出来ない状況である。
建設会社等からの受注は問題ないが、一部の大手ゼネコンによる現場の閉所等もあり、
政府の意向を踏まえた建設業界の動向を注視している。また、新型コロナウイルス感
染症対策の在宅勤務ができていない。今後は、建築物件が工事停止になるかもしれな
いので今年度の予想がつかない。　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　《資材》

●緊急事態宣言発令下、我々 SS業界は“地域エネルギー供給の最後の砦”として大きな
リスクを負いながら日夜営業を継続している。また、新型コロナウイルス感染症の拡
大を受け三密を避ける“避難場所としての車両”の重要性を認識し『満タン＆灯油プラ
ス１缶運動』を岡山県と岡山県石油商業組合が協力して行っている。さらに、新型コロ
ナウイルス感染症の収束後、例えばガソリン券の発行等、需要の下支え施策を行い、県
内利用の高速道路代金の無償化もしくは半減等の県民が容易に県内を往来出来る施策
の計画の立案などについて岡山県への要望を検討している。　　　　　　　　  《石油》
●売上げは３割ぐらい落ちている。５月～６月にかけて益々厳しくなりそうである。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《自動二輪》
●新型コロナウイルス感染症による多大な影響が出ており売上の減少が止まらない。店
内イベントなどの中止を余儀なくされており困っている。　　　　　　　　     《家具》

●新型コロナウイルス感染症の拡散防止のため緊急事態宣言が全国に発令され、商店街の
営業活動に大きな影響が出ている。特に飲食業は団体予約が全く無くなり、更に「密」を
避けるため外食を自粛する傾向にある。買い物全体を控える動きが大変強く、ほぼすべ
ての業種が売上を半分近く落としている。よって、収益は悪化し資金繰りも大変厳しい
状況となっている。表町商店街では緊急事態宣言が発令される前に各補助・助成・融資
メニューの問合せ先等をまとめた書類を各店に配布している。　　　　 《商店街・岡山》
●不要不急の外出自粛で食料品以外の買い物客が無いに等しい。飲食店はテイクアウト
を始めるなどの策を講じているが、全店舗大変厳しい状況が続いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●前月と同様に商店街から人が消え、売上は４月の方が悪化していると思われる。特に
飲食店は前年の２割程度と聞いている。　　　　　　　　　　　　　　《商店街・倉敷》

●各個人事務所は前年に比較して受注業務に大きな変わりはない。仕事の問い合わせ・
引き合いは減少。組合での受注は民間工事・公共工事とも不良、特に県からの受注は無
し。新型コロナウイルス感染症の影響は現在のところ少ないが今後民間工事の受注が
懸念される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《建築設計》
●新型コロナウイルス感染症の影響で4月16日の政府の緊急事態宣言を受けて、温泉街
のほとんどの旅館が休業をした。4月の実績は全体的にも前年対比で10％程度にとど
まっている。オンシーズンの新型コロナウイルス感染症の影響による休館・売上減は
かなりの痛手となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《旅館・ホテル》
●組合員の中にはイベント関係の仕事が無くなって大変と言う声もある。《電飾・看板業》
●建設業組合員は、人手不足の状況が継続、人手不足は解消されていない。海外人材採用
（外国人技能実習生と特定技能）で対応中であり、「特定技能」資格へ技能実習からの移
行し継続雇用する。外国での実習生経験者も募集中であるが新型コロナウイルス感染
症の影響で停滞中である。新型コロナウイルス感染症の影響で資材が入荷せず工事が
ストップしている現場があり、部材メーカでの受注停止も解消されていない。機械加
工組合員は、新型コロナウイルス感染症による影響で受注減が続き操業日数を減らす
対応を余儀なくされる組合員も出ている。サービス業組合員の景況は新型コロナウイ
ルス感染症による非常事態宣言を受けてさらに悪化している。特定技能在資格で雇用
可能な組合員は、受入れに向けて海外機関と連携しベトナムをはじめとして準備をし
ているが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり受入れ時期が１年程度先送りとな
る。        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《異業種》
●鉄・非鉄の、国内スクラップ価格は前月比500円（TON当たり）下落した。新型コロナ
ウイルス感染症の影響で荷動きが弱く低調に推移した。海外市況はスクラップ発生減
から値上がり傾向にある。国内ではスクラップ減、品薄傾向にあるも電炉の粗鋼生産
も減少傾向にあることから価格は弱含みで推移している。古紙は、中国への古紙輸出
が新型コロナウイルス感染症の影響もあり減少傾向が続いており、国内在庫増により
価格は横ばいで推移している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《リサイクル》

●新型コロナウイルス感染症により商材の入荷が不安定な状態である。それにも増して
見積もり依頼が昨年と比較して半減している。この状態がいつまで続くのかわからな
いので厳しい状態になると思われる。尚、組合員から新型コロナウイルス感染症関連
の融資希望があり手続き等の指導を数件行った。　　　　　　　　  《住宅リフォーム》

●集客人員は前年比4％、客単価は72％であった。4月の商品販売では、政府の緊急事態
宣言の全国発令を受け、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月7日以降の旅
行ツアー催行の中止を決定した。現在、5月31日出発分までの全ての旅行ツアーを中
止しており、再開の目途は立っていない。　　　　　　　　　　　　　　　      《バス》
●新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の停滞により、鉄鋼・自動車関連を中
心とする物量の減少が厳しい。早期に経済活動が回復しなければ中小を問わず経営困
難となる恐れがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《トラック》
●新型コロナウイルス感染症が猛威をふるう状況下で、新年度のスタートとなった。各
企業が、在宅勤務や時間短縮等、感染拡大防止策を実施する中、一部メーカーについて
は、休業を余儀なくされる状況にも発展。反面、消費者の外出自粛により生活必需品関
連は、需要が大きい。「戦後最大の局面」との表現がなされる中、物流の柔軟な対応力
が求められる年となりそうだ。　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　 《倉庫業》

●緊急事態宣言発令に伴う営業自粛で組合員の業況は更に悪化している。当組合全営業
店に相談窓口を設置し対応に当たっているところではあるが、ＧＷ期間中においても
４店舗で相談会を実施する。また、５月１日より取扱開始となる新型コロナウイルス
感染症対応資金をメインに、組合員の資金繰支援を行っていく方針である。《信用組合》
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景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。
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●新型コロナウイルス感染症による影響が拡大し昨年同月との比較は全く参考になら
い。緊急事態宣言により、給食はもとより飲食店向け販売が壊滅的となった。今後、休
業・時短営業等により青空市にも影響が出ることが心配である。スーパー系はほぼ変
化なしだが全体的に動きが鈍い。免疫力アップに発酵食品の効果を認識してもらいた
いが、今は、乳酸菌に圧倒されている。　　　　　　　　   　　　　　　　　　《味噌》
●巣ごもり需要で、スーパー・産直の売り上げはほぼ変わらず、駅・空港は外出自粛によ
り販売数が激減した。百貨店の食品売り場は特販を含めてまずまずだが、専門店・テナ
ント自主休業などの影響が大きい同業者もある。令和２年度の米の仕入計画の見直し
も必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    《米菓》

●シーズン時の出荷量を見込んで生産しているが、新型コロナウイルス感染症の影響で
取引先の休業が多く出荷量が大きく減少した。保存食の乾麺などはインターネット等
の通信販売の件数が若干増えている。今後の動向を見ながら急な出荷にも対応できる
ようにしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《製麺》

●新型コロナウイルス感染症拡大に伴う、緊急事態宣言の発令及び世界的蔓延により、
国内外ともに八方ふさがりの状況にある。製織業のため直接小売店・消費者とはつな
がっていないが、マスク用以外のニーズが激減し、また、海外の取引先である欧米各
国がロックダウンしているため、販売先がなく、従来より休業日を増やしている企業
も多く、週休２日だった部門を週休３日にした企業もある。　　　　　《織物業・井原》

●原木は順調に出材されているが、新型コロナウイルス感染症問題に伴う住宅建築設備の不
足等による完了の遅延や、新規物件の先行き不安などにより木材の需要減とともに価格が
下落している。引き続き製品需要は不透明感があり見通せない状況である。　 《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症の影響は、３月より４月の方が大きくイベント中止失注や
企画停止による失注が続いており大変に苦戦している。　　　　　　　　《出版・印刷》

●新型コロナウイルス感染症に係わる影響が４月から大きく出始め、取引先からの受注
が大きく落ち込んだために組合全体として操業率が大きく下がった。人員は現状を維
持しているものの、短期・中期的には検討課題になってくる。収益状況は悪化してい
る。原材料費は景気の悪化等を受け、低下傾向にある。　　　　　　　　　　  《ゴム》

●工作機械向け部品の落ち込みが大きい。自動車製造関連も低調。電機業界向け部品は
底打ち傾向にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《機械器具・東岡山》
●前年と比べ売上が約20％減少している。この先を見ても秋口の売上予定がまだ立って
いない状況である。今は、新型コロナウイルス感染症の影響で現地工事がストップし
出荷が遅れる事態となっている。営業は続けているが、打合せにも制限が出ておりス
ムーズな営業となっていない。新型コロナウイルス感染症の終息を待ちつつ営業を進
めていくしかない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●昨年夏からの不況に加え、新型コロナウイルス感染症による影響で受注量は大幅に減少し
ている。設備操業度も低下したままで今後も厳しい状況が続くと考えている。《鉄工・岡山》

●３月に引続き受注の動きは鈍くなりつつある。組合員中、省力化機械製造業が多くを
占めているが、景気後退局面においても実際の影響がでるのはこれから夏にかけてと
予想される。一方で、他の業種の組合員では、営業面のキャッシュフローが前年同期
比で減少しているところもあるが、今のところ財務資金面では安定しており心配はな
い。社内外注先の調整・就業時間調整・一時帰休等を計画する企業が多い。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 《工作機械・総社》
●受注量は安定的に確保できており売上高増加傾向であるが４月以降減少を見込む。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》
●建材等製造は、東日本が建設現場閉鎖で営業ができない。西日本は現在のところ継続
されているが長期化を懸念している。ゴルフクラブ製造は、５月及び６月受注がすべ
てキャンセルになっている。また、３月以降７月までの間、展示会もすべて中止であ
り今後の受注確保に目途が立たず極めて厳しい。機械製造は、前年より悪化、完成品
の納入延期も出ている。訪問営業ができない状況にある。全体として新型コロナウイ
ルス感染症による業況悪化が深刻になってきており、各組合員間の業種による格差が
出てきている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・英田》 

●新型コロナウイルス感染症の影響がとてつもなく、自粛とダブルで業界を襲っている。
限界に達しているようだ。仕事は止まっている。　　　              　　　　　　　 《畳》
　　

●新型コロナウイルス感染症による非常事態宣言に伴い小売店は売上が軒並み減少して
いる。現状の持続化補助金等の対策だけでは続けられない組合員も増加する状況にあ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《青果》
●新型コロナウイルス感染症の影響から、各住設メーカーが中国を中心に海外からの部
品調達に苦慮、特にトイレ・SK・UBの納品等が遅れ、見積りすら出来ない状況である。
建設会社等からの受注は問題ないが、一部の大手ゼネコンによる現場の閉所等もあり、
政府の意向を踏まえた建設業界の動向を注視している。また、新型コロナウイルス感
染症対策の在宅勤務ができていない。今後は、建築物件が工事停止になるかもしれな
いので今年度の予想がつかない。　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　《資材》

●緊急事態宣言発令下、我々 SS業界は“地域エネルギー供給の最後の砦”として大きな
リスクを負いながら日夜営業を継続している。また、新型コロナウイルス感染症の拡
大を受け三密を避ける“避難場所としての車両”の重要性を認識し『満タン＆灯油プラ
ス１缶運動』を岡山県と岡山県石油商業組合が協力して行っている。さらに、新型コロ
ナウイルス感染症の収束後、例えばガソリン券の発行等、需要の下支え施策を行い、県
内利用の高速道路代金の無償化もしくは半減等の県民が容易に県内を往来出来る施策
の計画の立案などについて岡山県への要望を検討している。　　　　　　　　  《石油》
●売上げは３割ぐらい落ちている。５月～６月にかけて益々厳しくなりそうである。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《自動二輪》
●新型コロナウイルス感染症による多大な影響が出ており売上の減少が止まらない。店
内イベントなどの中止を余儀なくされており困っている。　　　　　　　　     《家具》

●新型コロナウイルス感染症の拡散防止のため緊急事態宣言が全国に発令され、商店街の
営業活動に大きな影響が出ている。特に飲食業は団体予約が全く無くなり、更に「密」を
避けるため外食を自粛する傾向にある。買い物全体を控える動きが大変強く、ほぼすべ
ての業種が売上を半分近く落としている。よって、収益は悪化し資金繰りも大変厳しい
状況となっている。表町商店街では緊急事態宣言が発令される前に各補助・助成・融資
メニューの問合せ先等をまとめた書類を各店に配布している。　　　　 《商店街・岡山》
●不要不急の外出自粛で食料品以外の買い物客が無いに等しい。飲食店はテイクアウト
を始めるなどの策を講じているが、全店舗大変厳しい状況が続いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●前月と同様に商店街から人が消え、売上は４月の方が悪化していると思われる。特に
飲食店は前年の２割程度と聞いている。　　　　　　　　　　　　　　《商店街・倉敷》

●各個人事務所は前年に比較して受注業務に大きな変わりはない。仕事の問い合わせ・
引き合いは減少。組合での受注は民間工事・公共工事とも不良、特に県からの受注は無
し。新型コロナウイルス感染症の影響は現在のところ少ないが今後民間工事の受注が
懸念される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《建築設計》
●新型コロナウイルス感染症の影響で4月16日の政府の緊急事態宣言を受けて、温泉街
のほとんどの旅館が休業をした。4月の実績は全体的にも前年対比で10％程度にとど
まっている。オンシーズンの新型コロナウイルス感染症の影響による休館・売上減は
かなりの痛手となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《旅館・ホテル》
●組合員の中にはイベント関係の仕事が無くなって大変と言う声もある。《電飾・看板業》
●建設業組合員は、人手不足の状況が継続、人手不足は解消されていない。海外人材採用
（外国人技能実習生と特定技能）で対応中であり、「特定技能」資格へ技能実習からの移
行し継続雇用する。外国での実習生経験者も募集中であるが新型コロナウイルス感染
症の影響で停滞中である。新型コロナウイルス感染症の影響で資材が入荷せず工事が
ストップしている現場があり、部材メーカでの受注停止も解消されていない。機械加
工組合員は、新型コロナウイルス感染症による影響で受注減が続き操業日数を減らす
対応を余儀なくされる組合員も出ている。サービス業組合員の景況は新型コロナウイ
ルス感染症による非常事態宣言を受けてさらに悪化している。特定技能在資格で雇用
可能な組合員は、受入れに向けて海外機関と連携しベトナムをはじめとして準備をし
ているが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり受入れ時期が１年程度先送りとな
る。        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《異業種》
●鉄・非鉄の、国内スクラップ価格は前月比500円（TON当たり）下落した。新型コロナ
ウイルス感染症の影響で荷動きが弱く低調に推移した。海外市況はスクラップ発生減
から値上がり傾向にある。国内ではスクラップ減、品薄傾向にあるも電炉の粗鋼生産
も減少傾向にあることから価格は弱含みで推移している。古紙は、中国への古紙輸出
が新型コロナウイルス感染症の影響もあり減少傾向が続いており、国内在庫増により
価格は横ばいで推移している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《リサイクル》

●新型コロナウイルス感染症により商材の入荷が不安定な状態である。それにも増して
見積もり依頼が昨年と比較して半減している。この状態がいつまで続くのかわからな
いので厳しい状態になると思われる。尚、組合員から新型コロナウイルス感染症関連
の融資希望があり手続き等の指導を数件行った。　　　　　　　　  《住宅リフォーム》

●集客人員は前年比4％、客単価は72％であった。4月の商品販売では、政府の緊急事態
宣言の全国発令を受け、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月7日以降の旅
行ツアー催行の中止を決定した。現在、5月31日出発分までの全ての旅行ツアーを中
止しており、再開の目途は立っていない。　　　　　　　　　　　　　　　      《バス》
●新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の停滞により、鉄鋼・自動車関連を中
心とする物量の減少が厳しい。早期に経済活動が回復しなければ中小を問わず経営困
難となる恐れがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《トラック》
●新型コロナウイルス感染症が猛威をふるう状況下で、新年度のスタートとなった。各
企業が、在宅勤務や時間短縮等、感染拡大防止策を実施する中、一部メーカーについて
は、休業を余儀なくされる状況にも発展。反面、消費者の外出自粛により生活必需品関
連は、需要が大きい。「戦後最大の局面」との表現がなされる中、物流の柔軟な対応力
が求められる年となりそうだ。　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　 《倉庫業》

●緊急事態宣言発令に伴う営業自粛で組合員の業況は更に悪化している。当組合全営業
店に相談窓口を設置し対応に当たっているところではあるが、ＧＷ期間中においても
４店舗で相談会を実施する。また、５月１日より取扱開始となる新型コロナウイルス
感染症対応資金をメインに、組合員の資金繰支援を行っていく方針である。《信用組合》
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景況
景況

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
0
年
6
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
0
年
6
月
号

24 5 6 7 8 9 10 11 12 H.31.1 R.2.13 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 4H.30.3 23 4 5 6 7 8 9 10 11 12 H.31.1 R.2.13 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 4H.30.2

岡山県
全　国

製造業

非製造業

製造業
食料品

繊維工業

印刷　　　　　　 　　　　　　 

化学・ゴム　　　　　　 　　　　　　 

木材・木製品　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 

非製造業
卸売業

サービス業　　　　　　 

運輸業　　　　　　 

建設業　　　　　　 

商店街　　　　　　 

小売業　　　　　　 

その他　　　　　　 

一般機器　　　　　　 

その他　　　　　　 



③

④

①

②

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
負
け
な

い
為
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
組
合
の
取
組
事
例
を

3
件
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
事
例
は
ぜ
ひ
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
本
誌
３ｐ
に
は
、
当
会
で
募
集
し
て
お
り

ま
す
組
合
向
け
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
記
載
し
て

お
り
ま
す
。
企
画
中
の
取
組
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
補
助
事
業
の
活
用
と
合
わ
せ
て
取
材
協
力
に

つ
い
て
ご
検
討
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
大
変
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
田
）
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Information
Information

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
0
年
6
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
0
年
6
月
号

組合クローズアップ
組合クローズアップ

黒豆きな粉と豆乳で大豆の風味たっぷりのフレンチトーストです。

■
令
和
元
年
度
　組
合
管
理
者
講
習
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
6
日（
金
）14
時
〜
17
時

　場
　
所
　
メ
ル
パ
ル
ク
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
桑
田
町
1
‐
13
）

■
岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
5
日（
木
）13
時
〜
17
時

　場
　
所
　
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
2
‐
1
）

令和2年度

職員紹介
企業人材支援課

板 谷  賢 一

　
職
員
紹
介
と
言
う
こ
と
で
今
月
は
私
、
板
谷
の
順
番
の
よ
う

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
皆
さ
ん
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

事
か
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息
と
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
私
は
昨
年
、
何
か
新
し
い
挑
戦
を
し
た
い
と
言
う
思
い

も
あ
り
、
防
災
士（
日
本
防
災
士
機
構
認
定
）の
資
格
を
取
得
い
た

し
ま
し
た
。

　
防
災
士
に
興
味
を
持
つ
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
一

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
し
た
。

　
当
時
、
私
の
課
の
メ
ン
バ
ー
の
ご
自
宅
が
真
備
町
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
水
の
退
い
た
翌
日
、
即
座
に
現
地
へ
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

一
変
し
た
真
備
町
の
町
並
み
、
ま
た
、
泥
水
を
被
っ
た
自
宅
の
片

付
け
に
追
わ
れ
て
い
た
光
景
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
防
災
士
は
ま
ず
消
防
署
な
ど
で
行
わ
れ
る
普
通
救
命
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
胸
骨
圧
迫（
人
工
呼
吸
）や
人

命
救
助
な
ど
実
際
に
実
技
を
体
験
し
ま
す
。

　
ま
た
防
災
士
の
講
習
を
受
け
る
前
に
は
3
0
0
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
テ
キ
ス
ト
の
読
み
込
み
と
レ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
二
日

間
の
講
習
が
あ
り
最
終
日
に
テ
ス
ト
が
あ
り
、
テ
ス
ト
で
8
割
以

上
の
得
点
で
合
格
と
な
り
ま

す
。
何
と
か
防
災
士
に
合
格

で
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ

の
知
識
を
仕
事
や
地
域
で
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

先
進
組
合

事
例
紹
介

先
進
組
合

事
例
紹
介

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
及
び
都
道
府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
中
小
企
業
組
合
の
事
例
を
独
自
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
組
合
に
つ
い
て
、
岡
山
県
内
に
限
ら
ず
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

取
り
組
み
を
参
考
に
、
各
組
合
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

十
勝
産
チ
ー
ズ
を
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
品
に
！

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

■
背
景
と
目
的

　
十
勝
地
域
は
、
北
海
道
内
で
も
特
に

チ
ー
ズ
の
生
産
量
が
多
い
地
域
で
あ
り
、

各
工
房
が
特
色
を
生
か
し
た
チ
ー
ズ
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
味
や
風
味
、

色
、
形
に
違
い
が
あ
り
、
十
勝
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の
訴
求
力
が
弱
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
国
内
初
と
な
る
共
同
の
熟
成

庫
を
設
置
し
、
共
通
の
レ
シ
ピ
と
工
程
で

製
造
、
一
元
管
理
さ
れ
た
共
通
品
質
の

チ
ー
ズ「
十
勝
ラ
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
」を
販
売
す
る
た
め
協
同
組
合
を
設
立

し
ま
し
た
。

■
取
り
組
み
の
手
法
と
内
容

　「
十
勝
ラ
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
」は
、
組
合
員
が
共
通
の
基
準
で
一
次

加
工
し
た
グ
リ
ー
ン
チ
ー
ズ（
熟
成
前
の

チ
ー
ズ
）を
共
同
熟
成
庫
に
集
約
し
、
そ
れ

を
十
勝
川
温
泉
に
湧
く
モ
ー
ル
温
泉
水
で

磨
き
、
約
３
か
月
か
け
て
熟
成
さ
せ
て
出

荷
し
ま
す
。

　
原
料
と
な
る
生
乳
は
、
各
工
房
別
々
の

農
場
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
が
、
組
合
か

ら
半
径
25
㎞
以
内
の
範
囲
で
絞
ら
れ
た
生

乳
に
統
一
す
る
こ
と
で
各
工
房
の
個
性
を

残
し
つ
つ
共
通
品
質
の
チ
ー
ズ
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
モ
ー
ル
温
泉
で
磨
か
れ
た

チ
ー
ズ
は
、
溶
か
す
際
に
出
る
匂
い
が
少

な
く
、
味
が
ま
ろ
や
か
で
旨
味
が
増
し
、

十
勝
地
域
固
有
の
資
源
を
使
う
こ
と
で
他

に
は
な
い
十
勝
チ
ー
ズ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
個
々
の
チ
ー
ズ
工
房
で
は
人
員
不
足
な

ど
で
販
路
開
拓
ま
で
取
り
組
む
こ
と
が
困

難
で
し
た
が
、
組
合

が
品
質
管
理
や
販
路

開
拓
を
行
う
こ
と
で
、

組
合
員
で
あ
る
チ
ー

ズ
工
房
は
チ
ー
ズ
作

り
に
専
念
す
る
こ
と

が
で
き
、
組
合
員
の

手
間
や
人
的
コ
ス
ト

が
削
減
さ
れ
、
円
滑

な
組
合
運
営
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
共
同
熟
成
を
行
う
こ
と
で
、
今
ま
で
一

つ
の
工
房
が
チ
ー
ズ
の
製
造
か
ら
熟
成
、

出
荷
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
製
造
と
熟
成
を
分
業
で
き
、
新

た
な
雇
用
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
新
規
に
チ
ー
ズ
作
り
を
始
め
た
い
酪

農
家
に
と
っ
て
は
、
組
合
に
熟
成
庫
が
あ

る
の
で
初
期
投
資
を
最
低
限
に
抑
え
ら
れ

る
ほ
か
、
組
合
が
一
括
買
取
り
し
、
共
同

販
売
を
行
っ
て
お
り
、
安
定
的
な
売
上
を

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
新
規
創
業
の
後
押

し
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

十
勝
管
内
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、〝 

オ
ー
ル
十
勝 

〞 

の

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
て
お
り
、
日
本
初
の
共
同
熟
成
庫
の

建
設
や
チ
ー
ズ
の
製
品
化
へ
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
農
林
水
産
省
が
行
う
地
理
的

表
示（
G
I
）保
護
制
度
へ
の
登
録
を
目
指

し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

加
速
し
て
い
く
予
定
で
す
。

組
合
デ
ー
タ

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

所
在
地
：
北
海
道
河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温

泉
北
１
４
丁
目
４
番
７

設
　
立
：
昭
和
25
年
5
月

主
な
業
種
：
異
業
種（
乳
製
品
製
造
業
等
）

組
合
員
：
9
人

「
平
成
29
年
度
　
組
合
資
料
収
集
加
工
事

業
報
告
書
　
先
進
組
合
事
例
抄
録
」よ
り

今
回
事
例

共同熟成庫内部

十勝ラクレットモールウォッシュ

新型コロナウイルス感染症対策「おかやま助け合い寄附金」の募集について
このたび、岡山県から新型コロナウイルス感染症対策に幅広く活用するための寄附金が募集されております。
１ 寄附金の名称　新型コロナウイルス感染症対策「おかやま助け合い寄附金」
２ 受 付 期 間  令和２年５月１日（金）から当面の間
３ 募集種別等　

　感染拡大防止策や医療供給体制の整備、地域経済の維持等のために有効に活用して頂くものになりますので、皆さま
の温かいご支援をお願いいたします。

　岡山県中央会事務局職員も、組合・企業の皆様のご支援に力を尽くすとともに寄附により医療支援をはじめとした
県の施策に少しでも協力したいとの思いから標記寄附金に応募しております。

募集種別
受付方法

問合せ先

ふるさと納税（返礼品なし）
インターネット(ふるさとチョイス)、ＦＡＸ、電話等
総務部税務課
電話番号 0120-601-388(8:30～17:15)

個 人 企業・団体等
一般寄附金
インターネット(県ホームページ等)、ＦＡＸ、電話等
県民生活部県民生活交通課
電話番号 086-226-7287(8:30～17:15)

※その他詳細につきましては県ホームページをご確認下さい。
https://www.pref.okayama.jp/page/645925.html
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
負
け
な

い
為
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
組
合
の
取
組
事
例
を

3
件
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
事
例
は
ぜ
ひ
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
本
誌
３ｐ
に
は
、
当
会
で
募
集
し
て
お
り

ま
す
組
合
向
け
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
記
載
し
て

お
り
ま
す
。
企
画
中
の
取
組
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
補
助
事
業
の
活
用
と
合
わ
せ
て
取
材
協
力
に

つ
い
て
ご
検
討
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
大
変
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
田
）
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黒豆きな粉と豆乳で大豆の風味たっぷりのフレンチトーストです。
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令
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2
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6
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）14
時
〜
17
時
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メ
ル
パ
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ク
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
桑
田
町
1
‐
13
）

■
岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
5
日（
木
）13
時
〜
17
時

　場
　
所
　
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
い
ず
み
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2
‐
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）

令和2年度

職員紹介
企業人材支援課

板 谷  賢 一

　
職
員
紹
介
と
言
う
こ
と
で
今
月
は
私
、
板
谷
の
順
番
の
よ
う

で
す
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
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さ
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一
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ワ
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れ
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。

　
さ
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、
私
は
昨
年
、
何
か
新
し
い
挑
戦
を
し
た
い
と
言
う
思
い

も
あ
り
、
防
災
士（
日
本
防
災
士
機
構
認
定
）の
資
格
を
取
得
い
た

し
ま
し
た
。

　
防
災
士
に
興
味
を
持
つ
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
一

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
し
た
。

　
当
時
、
私
の
課
の
メ
ン
バ
ー
の
ご
自
宅
が
真
備
町
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
水
の
退
い
た
翌
日
、
即
座
に
現
地
へ
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

一
変
し
た
真
備
町
の
町
並
み
、
ま
た
、
泥
水
を
被
っ
た
自
宅
の
片

付
け
に
追
わ
れ
て
い
た
光
景
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
防
災
士
は
ま
ず
消
防
署
な
ど
で
行
わ
れ
る
普
通
救
命
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
胸
骨
圧
迫（
人
工
呼
吸
）や
人

命
救
助
な
ど
実
際
に
実
技
を
体
験
し
ま
す
。

　
ま
た
防
災
士
の
講
習
を
受
け
る
前
に
は
3
0
0
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
テ
キ
ス
ト
の
読
み
込
み
と
レ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
二
日

間
の
講
習
が
あ
り
最
終
日
に
テ
ス
ト
が
あ
り
、
テ
ス
ト
で
8
割
以

上
の
得
点
で
合
格
と
な
り
ま

す
。
何
と
か
防
災
士
に
合
格

で
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ

の
知
識
を
仕
事
や
地
域
で
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

先
進
組
合

事
例
紹
介

先
進
組
合

事
例
紹
介

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
及
び
都
道
府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
中
小
企
業
組
合
の
事
例
を
独
自
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
組
合
に
つ
い
て
、
岡
山
県
内
に
限
ら
ず
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

取
り
組
み
を
参
考
に
、
各
組
合
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

十
勝
産
チ
ー
ズ
を
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
品
に
！

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

■
背
景
と
目
的

　
十
勝
地
域
は
、
北
海
道
内
で
も
特
に

チ
ー
ズ
の
生
産
量
が
多
い
地
域
で
あ
り
、

各
工
房
が
特
色
を
生
か
し
た
チ
ー
ズ
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
味
や
風
味
、

色
、
形
に
違
い
が
あ
り
、
十
勝
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の
訴
求
力
が
弱
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
国
内
初
と
な
る
共
同
の
熟
成

庫
を
設
置
し
、
共
通
の
レ
シ
ピ
と
工
程
で

製
造
、
一
元
管
理
さ
れ
た
共
通
品
質
の

チ
ー
ズ「
十
勝
ラ
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
」を
販
売
す
る
た
め
協
同
組
合
を
設
立

し
ま
し
た
。

■
取
り
組
み
の
手
法
と
内
容

　「
十
勝
ラ
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
」は
、
組
合
員
が
共
通
の
基
準
で
一
次

加
工
し
た
グ
リ
ー
ン
チ
ー
ズ（
熟
成
前
の

チ
ー
ズ
）を
共
同
熟
成
庫
に
集
約
し
、
そ
れ

を
十
勝
川
温
泉
に
湧
く
モ
ー
ル
温
泉
水
で

磨
き
、
約
３
か
月
か
け
て
熟
成
さ
せ
て
出

荷
し
ま
す
。

　
原
料
と
な
る
生
乳
は
、
各
工
房
別
々
の

農
場
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
が
、
組
合
か

ら
半
径
25
㎞
以
内
の
範
囲
で
絞
ら
れ
た
生

乳
に
統
一
す
る
こ
と
で
各
工
房
の
個
性
を

残
し
つ
つ
共
通
品
質
の
チ
ー
ズ
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
モ
ー
ル
温
泉
で
磨
か
れ
た

チ
ー
ズ
は
、
溶
か
す
際
に
出
る
匂
い
が
少

な
く
、
味
が
ま
ろ
や
か
で
旨
味
が
増
し
、

十
勝
地
域
固
有
の
資
源
を
使
う
こ
と
で
他

に
は
な
い
十
勝
チ
ー
ズ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
個
々
の
チ
ー
ズ
工
房
で
は
人
員
不
足
な

ど
で
販
路
開
拓
ま
で
取
り
組
む
こ
と
が
困

難
で
し
た
が
、
組
合

が
品
質
管
理
や
販
路

開
拓
を
行
う
こ
と
で
、

組
合
員
で
あ
る
チ
ー

ズ
工
房
は
チ
ー
ズ
作

り
に
専
念
す
る
こ
と

が
で
き
、
組
合
員
の

手
間
や
人
的
コ
ス
ト

が
削
減
さ
れ
、
円
滑

な
組
合
運
営
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
共
同
熟
成
を
行
う
こ
と
で
、
今
ま
で
一

つ
の
工
房
が
チ
ー
ズ
の
製
造
か
ら
熟
成
、

出
荷
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
製
造
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熟
成
を
分
業
で
き
、
新
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な
雇
用
の
創
出
が
期
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さ
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ー
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作
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始
め
た
い
酪

農
家
に
と
っ
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組
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熟
成
庫
が
あ

る
の
で
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に
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ら
れ
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組
合
が
一
括
買
取
り
し
、
共
同

販
売
を
行
っ
て
お
り
、
安
定
的
な
売
上
を

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
新
規
創
業
の
後
押

し
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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新型コロナウイルス感染症対策「おかやま助け合い寄附金」の募集について
このたび、岡山県から新型コロナウイルス感染症対策に幅広く活用するための寄附金が募集されております。
１ 寄附金の名称　新型コロナウイルス感染症対策「おかやま助け合い寄附金」
２ 受 付 期 間  令和２年５月１日（金）から当面の間
３ 募集種別等　

　感染拡大防止策や医療供給体制の整備、地域経済の維持等のために有効に活用して頂くものになりますので、皆さま
の温かいご支援をお願いいたします。

　岡山県中央会事務局職員も、組合・企業の皆様のご支援に力を尽くすとともに寄附により医療支援をはじめとした
県の施策に少しでも協力したいとの思いから標記寄附金に応募しております。

募集種別
受付方法

問合せ先

ふるさと納税（返礼品なし）
インターネット(ふるさとチョイス)、ＦＡＸ、電話等
総務部税務課
電話番号 0120-601-388(8:30～17:15)

個 人 企業・団体等
一般寄附金
インターネット(県ホームページ等)、ＦＡＸ、電話等
県民生活部県民生活交通課
電話番号 086-226-7287(8:30～17:15)

※その他詳細につきましては県ホームページをご確認下さい。
https://www.pref.okayama.jp/page/645925.html
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岡山県中央会は岡山県より委託を受け、WEB版岡山県合同企業説明会として
岡山県内企業ＰＲ動画等を掲載するウェブサイトを開設。動画閲覧者が検討中ボタンを押すことで、

閲覧者の登録情報が企業に通知される仕組みになっています。
就職活動中の学生等に自社の魅力を伝えるため、142の企業・団体が出展し、約６５０名の学生が参加しました。

また6月1日にWEB版おかやま就職マッチングフェアとしてポータルサイトを開設し、6月10日よりWEB面接会を行う予定です。

※県内経営者の想いや考えを取材させて頂いている「リーダーズアイ」の記事は、今月号はお休みになります。
また新型コロナウイルス感染症対策として、可能な限りリモート取材等の対応にて記事を作成しています。


